
　

は
の
る
わ
携
に
作
製
、
え
加
に
表
代
沼
菱

代
沼
菱
も
と
人
２
。
史
貴
辺
渡
と
之
浩
沼
菱

し
。
る
た
あ
に
弟
兄
の
理
義
、
で
婿
娘
の
表

。
だ
房
工
い
し
楽

　

、
は
に
室
作
製

9

、
盤
旋
の
台

5

Ｎ
の
台

生
量
少
、
る
す
と
め
じ
は
を
盤
ス
イ
ラ
フ
Ｃ

　

ジ
、
え
い
え
い

人
３
と」
よ
す
で
ル
ベ
レ
い
な
か
つ
も
び
及

　

材
木
な
大
膨
、
は
の
る
れ
さ
か
驚
に
ら
さ

な
彩
多
た
せ
寄
り
取
ら
か
地
各
界
世
、
に
ス

い
買
、
は
木
銘
。
る
い
て
れ
さ
管
保
が
木
銘

環
。
い
な
は
で
の
も
る
え
使
ぐ
す
、
て
け
付

。
る
あ
が
要
必
す
返
り
繰
間
年
数
を
ス
セ
ロ
プ

い
て
し
有
保
を
量
と
類
種
の
で
ま
こ
こ
、
ば

。
だ
稀
は
と
こ
る

で
け
だ
る
い
て
し
り
が
上
値
々
年
は
木
銘
「

界
世
、
り
た
し
制
規
出
輸
が
国
産
原
、
く
な

）
表
代
沼
菱
（」
す

 

　

資
投
た
え
据
見
を
来
将
、
は
木
銘
の
量
大

。
だ
の
る
あ
も
で

　

9H
earts

沼
菱
の
れ
ま
生
年
２
８
９
１
は

の
史
貴
辺
渡
の
れ
ま
生
年
０
９
９
１
、
之
浩

メ
産
生
量
少
。
ド
ン
ラ
ブ
る
す
作
製
が
人
２

20

、
は
標
目
。
す
ま
し
作
製
を
本

　

。
区
東
市
潟
新
県
潟
新

JR

車
ら
か
駅
潟
新

約
で

20

沿
道
国
、
い
近
も
に
港
空
潟
新
。
分

『で
房
工
の
い

9H
earts

『と
』

ILC

作
製
は』

が
風
、
ば
そ
ぐ
す
は
海
本
日
。
る
い
て
れ
さ

れ
べ
比
と
台
仙
た
い
で
ん
住
前
以
「。
い
強

は
表
代
巌
沼
菱
、
と」
す
で
街
な
か
静
、
ば

２
１
約
は
さ
広
の
物
建
う
い
と
た
い
て
れ
わ

」
ね
す
で
さ
広
い
良
度
丁
、
で
の
す
ま

め
え
控
は
之
浩
、
と」
ん
せ
ま
り
が
上
で
ま

。
す
話
に

　

、
が
之
浩
た
い
て
し
を
事
仕
の
工
加
属
金

い
誘
の
ら
か
表
代
沼
菱
。
年
０
１
０
２
、
は

、
で

ILC

て
見
を
程
工
の
て
全
、
き
行
で
ま
カ
リ
メ
ア

。）
之
浩
（」
た
し
ま
り
回

　

震
大
本
日
東
、
夏
年
１
１
０
２
、
し
か
し

に
市
潟
新
ら
か
市
台
仙
、
り
よ
に
響
影
の
災

し
も
「。
る
す
意
決
を
住
移
の
で
員
全
族
家

。）
之
浩
（」
す
ま
い

　

ち
立
房
工
の
で
地
土
い
し
新
、
え
い
は
と

ILC

と
。
た
め
始
り
練
を
想
構
の
ド
ン
ラ
ブ
別
は

　

、
は
名
ド
ン
ラ
ブ

6

の
表
代
沼
菱
に
前
年

０
２
は
れ
そ
。
る
す
来
由
に
験
体
な
議
思
不

州
ア
ニ
バ
ル
シ
ン
ペ
の
カ
リ
メ
ア
、
年
３
１

し
感
直
と
、
い
た
い
使
に
名
ド
ン
ラ
ブ
を
れ

「を
名
ド
ン
ラ
ブ
し
成
賛
が
員
全
族

9H
ear

ts

。
だ
の
た
め
決
と」

　

６
１
０
２
。
る
め
始
り
乗
に
道
軌
に
々
徐
は

い
て
し
営
経
で
台
仙
が
表
代
沼
菱
、
は
に
年

71 70

新しいカタチのジャパニーズカスタム
【前編】

９Heartsが
 切り拓く新境地

、）ツーハンイナ（straeH9ーカーメーュキ産国純のーュビデ年7102
Luckyこと菱沼巌氏が製作する超高級カスタムILC。
家族経営の同じ工房で製作される両ブランドの違いは、何だろうか？
共通する「日本製」への強いこだわりと、
異なるコンセプトで製作されるキューの魅力を
二回に渡って探ってゆこう。
前篇は９Heartsを紹介！　
取材・文／K.Kagomiya

語
と」
す
ま
り
あ
も
と
こ
る
み
て
し
試
て
え
あ
、
で
知
承
を
敗
失
「

経
の
日
毎
は
に
人
二
い
若
。）
左
（史
貴
辺
渡
、）
右
（之
浩
沼
菱
る

。
る
な
と
産
財
が
て
全
験

ベニヤを組み合わせた、バタフライ（タケノコハギ）が美
しい、９Heartsのキャロムキュー。シャフトはキャロム
仕様だ。

合
融
の
能
才
き
若
と
験
経
き
な
類
比

潟
新
・ン
イ
・
ド
イ
メ

オーナーの手に渡る日が近い、完成前の特注キューが置かれていた。
ILCと9Heartsの実物が見られるのも、工房を訪れる楽しみの１つ。



で
し
た
」（
貴
史
）。
こ
れ
で
キ
ュ
ー
製
作
の

ペ
ー
ス
と
品
質
は
大
幅
に
ア
ッ
プ
。
２
０
１

７
年
夏
、
つ
い
に9H

earts

最
初
の
シ
リ
ー

ズ
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
だ
。

　

9H
earts

は
、
キ
ャ
ロ
ム
キ
ュ
ー
か
ら
着

想
を
得
た
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
か
ら
先
角
ま
で
、

一
定
間
隔
で
太
さ
が
変
わ
る
テ
ー
パ
ー
を
持

つ
、「
長
熟
シ
ャ
フ
ト
」１
種
類
の
み
。
そ
の

　

筆
者
は
約
１
ヶ
月
、9H

earts

を
借
り
る

機
会
を
得
た
。
伝
統
的
な
カ
ス
タ
ム
と
一
緒
、

と
決
め
つ
け
て
撞
い
た
当
初
は
全
く
合
わ
な

か
っ
た
が
、
数
日
間
試
す
う
ち
、
素
直
で
分

か
り
や
す
い
特
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
。
グ
リ
ッ
プ
に
伝
わ
る
振
動
は
心
地

よ
く
、
手
球
が
的
球
に
当
た
っ
た
後
、
押
し

の
け
る
よ
う
に
前
進
し
て
ゆ
く
現
代
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
は
、
撞
い
て
い
て
心
地
良
い
。
工

作
精
度
の
高
さ
が
生
み
出
す
賜
物
だ
。

「
高
精
度
な
工
作
機
械
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
作
業
す
る
人
間
の
技
術
向
上
の

方
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」（
浩
之
）。

　

ま
た
、
工
作
技
術
の
向
上
は
、
個
体
差
を

た
め
、
ど
の
モ
デ
ル
を
選
ん
で
も
、
打
感
は

一
定
の
範
囲
に
収
ま
る
。「
長
期
熟
成
」略
し

て「
長
熟
」の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、「
急
が
な
い
」

製
法
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
だ
。「
シ
ャ
フ

ト
の
メ
イ
プ
ル
材
は
、
仕
入
れ
た
木
材
の
中

か
ら
重
い
も
の
、
す
な
わ
ち
密
度
が
高
い
も

の
を
自
分
た
ち
で
選
別
し
て
い
ま
す
」（
浩

之
）。
昔
な
が
ら
の
方
法
で
乾
燥
さ
せ
た
角

材
の
み
を
仕
入
れ
、
数
年
間
天
然
乾
燥
さ
せ

る
。
さ
ら
に
３
年
以
上
か
け
て
、
少
し
ず
つ

削
っ
て
は
寝
か
せ
る
工
程
を
繰
り
返
し
、
や

極
力
少
な
く
し
て
、
同
じ
撞
き
味
の
キ
ュ
ー

を
繰
り
返
し
製
作
可
能
と
す
る
。
天
然
素
材

ゆ
え
個
体
差
が
あ
る
木
材
を
、
バ
ッ
ト
部
分

の
コ
ア
材
や
、
外
周
材
の
重
さ
な
ど
を
計
算

し
て
選
ぶ
の
も
重
要
な
技
術
だ
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
過
程
で
失
敗
は
つ
き
も
の
。「
わ
ざ
と

失
敗
し
て
、
覚
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
」

（
浩
之
）。「
イ
ン
レ
イ
材
の
色
を
間
違
え
て

入
れ
て
し
ま
い
、
翌
日
気
づ
い
て
直
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す（
笑
）」（
貴
史
）

　

9H
earts

の
イ
ン
レ
イ
や
ハ
ギ
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
キ
ュ
ー
尻
の「
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
」キ

っ
と
完
成
品
と
な
る
貴
重
品
だ
。
こ
の「
長

熟
シ
ャ
フ
ト
」は
、
他
メ
ー
カ
ー
の
キ
ュ
ー

で
も
使
え
る
よ
う
、
各
種
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
合

わ
せ
た
単
品
も
注
文
可
能
。
使
い
込
む
ほ
ど

手
に
馴
染
み
、
手
入
れ
す
る
ほ
ど
木
が
締
ま

る
、
い
わ
ゆ
る「
シ
ャ
フ
ト
を
育
て
る
」経
験

を
味
わ
え
る
。
カ
ー
ボ
ン
シ
ャ
フ
ト
が
普
及

す
る
現
代
に
、
真
逆
の
伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
手
放
せ
な
く
な
る
、

最
上
の
シ
ャ
フ
ト
が
得
ら
れ
る
の
だ
。

　

9H
earts

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
は
、
他
メ
ー
カ

ー
に
な
い
特
徴
的
を
持
つ
。「
モ
ン
ス
タ
ー
」

と
名
付
け
ら
れ
た
、
接
合
面
が
す
り
鉢
状
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
だ
。
フ
ラ
ッ
ト
フ
ェ
ー
ス
や
14

山
パ
イ
ロ
ッ
テ
ッ
ド
と
い
う
伝
統
的
な
形
式

と
比
べ
て
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
存
在
を
感
じ
な

い
ほ
ど
タ
イ
ト
に
シ
ャ
フ
ト
と
バ
ッ
ト
を
結

合
す
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
キ
ュ
ー
メ
ー

カ
ー
、
マ
イ
ク
・
ラ
ン
ブ
ロ
ス
が
90
年
代
半

ャ
ッ
プ
こ
そILC

と
共
通
だ
が
、
異
な
る
テ

イ
ス
ト
で
独
創
的
だ
。
ベ
ニ
ヤ
と
銘
木
の
色

使
い
は
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
く
、
離
れ
て

い
て
も
目
立
つ
の
が
特
徴
だ
。
イ
ン
レ
イ
は

シ
ン
プ
ル
な
形
状
を
、ILC

譲
り
の
繊
細
さ

で
美
し
く
仕
上
げ
て
い
る
。「
特
定
の
誰
か

で
は
な
く
、
製
作
ロ
ッ
ト
ご
と
に
テ
ー
マ
を

ま
ず
決
め
、
会
社
全
体
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い

ま
す
」（
浩
之
）。

　

ロ
ッ
ト
ご
と
に
テ
ー
マ
を
変
え
て
い
る
た

め
、
同
じ
キ
ュ
ー
は
原
則
再
製
作
し
な
い
。

あ
た
か
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
が
、
季

節
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
の
ト
レ
ン
ド
を
決
め
る

か
の
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
の
た
め
、
完
成
品

の
デ
ザ
イ
ン
が
気
に
入
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
手

に
入
れ
た
方
が
良
い
。

　

も
ち
ろ
ん9H

earts

の
テ
イ
ス
ト
を
損
な

わ
な
い
範
囲
で
、
特
注
デ
ザ
イ
ン
も
受
け
る

が
、「
メ
ー
ル
や
電
話
で
は
な
く
、
直
接
会

っ
て
相
談
し
な
が
ら
決
め
た
い
で
す
ね
。
工

房
に
来
て
、
半
完
成
品
の
バ
ッ
ト
や
、
銘
木

を
手
に
取
っ
て
選
ぶ
人
も
い
ま
し
た
よ
」

（
浩
之
）「
オ
ー
ダ
ー
は
難
し
く
な
い
の
で
、

ま
ず
は
気
軽
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」（
貴
史
）。

納
期
は
半
年
か
ら
1
年
程
度
と
の
事
だ
。　

　

9H
earts

はILC

の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
ン
と

位
置
付
け
て
い
る
が
、
廉
価
版
で
は
な
く
、

浩
之
・
貴
史
の
コ
ン
ビ
が
自
ら
考
え
、
工
夫

ば
に
開
発
し
た「
ウ
ル
ト
ラ
」ジ
ョ
イ
ン
ト
を

範
と
し
て
い
る
が
、
よ
り
強
固
な
構
造
を
実

現
す
る
た
め
改
良
し
た
別
物
だ
。「
歴
史
的

に
ラ
ン
ブ
ロ
ス
が
数
多
く
流
通
し
て
い
る
中

京
の
方
々
か
ら
も
、
一
体
感
が
全
く
違
う
と

言
わ
れ
ま
す
ね
」（
菱
沼
代
表
）。

  

「
モ
ン
ス
タ
ー
」は
、
製
作
の
難
度
が
高
い

が
、9H

earts

は
木
工
に
対
す
る
高
い
技
術

力
を
裏
付
け
と
し
、
か
つ
十
分
に
寝
か
せ
厳

選
し
た
素
材
に
よ
り
、
安
定
し
た
打
感
、
撞

き
味
を
生
み
出
す
。
１
回
撞
い
た
だ
け
で
、

こ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
が
生
み
出
す「
一
体
感
」は

す
ぐ
に
分
か
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
渡
米
し
、
多
く
の
キ
ュ

ー
メ
ー
カ
ー
工
房
を
訪
れ
、
作
品
に
触
れ
て

き
た
２
人
。
そ
の
経
験
か
ら
、
材
料
同
士
を

結
合
す
る
部
分
の
工
作
精
度
を
上
げ
る
こ
と

が
、
キ
ュ
ー
の「
一
体
感
」、
言
い
換
え
れ
ば

撞
い
た
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
減
ら
す
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
ロ
ス
が
少
な
け
れ
ば
、
同
じ
シ
ョ
ッ
ト
で

も
よ
く
手
球
が
走
り
、
よ
り
軽
く
撞
け
、
撞

点
を
よ
り
中
心
に
寄
せ
て
撞
い
て
も
十
分
な

ヒ
ネ
リ
を
か
け
ら
れ
る
。
プ
ロ
や
上
級
者
の

強
力
な
武
器
と
な
る
の
は
勿
論
、
パ
ワ
ー
の

あ
ま
り
な
い
女
性
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
初
級
者
も

押
し
引
き
で
き
る
。
加
え
て
、
木
工
品
ゆ
え

腕
や
肘
に
く
る
負
担
が
少
な
い
。

を
重
ね
、
確
固
た
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い

て
製
作
さ
れ
る
別
ブ
ラ
ン
ド
と
考
え
た
方
が

分
か
り
や
す
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
景
に

は
、
菱
沼
代
表
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
、
そ

し
て
、
キ
ュ
ー
製
作
哲
学
が
あ
る
。

　

ILC

と9H
earts

の
違
い
は
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル（
高
級
オ
ー
ダ

ー
服
）と
プ
レ
タ
ポ
ル
テ（
高
級
既
製
服
）の

よ
う
な
も
の
だ
。
今
後
に
つ
い
て
は
、「
こ

れ
ま
で
の
キ
ュ
ー
に
な
か
っ
た
色
味
の
デ
ザ

イ
ン
を
出
し
て
い
き
た
い
」（
浩
之
）「
自
分

の
キ
ュ
ー
製
作
経
験
は
ま
だ
浅
い
の
で
、
さ

ら
に
上
達
し
た
い
」（
貴
史
）と
、
前
向
き
だ
。

ま
た
、
ス
リ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
用
の
キ
ュ
ー
も

手
掛
け
、
プ
ロ
の
試
し
撞
き
で
は
高
評
価
を

得
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
30
本
ほ
ど
製
作
し

た
が
、「9H

earts

な
ら
で
は
の
独
自
性
を

打
ち
出
し
つ
つ
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
意
見
も
取

り
入
れ
、
さ
ら
に
改
良
し
て
い
き
た
い
で

す
」（
浩
之
）

　

9H
earts

は
、
ま
だ
少
量
で
は
あ
る
が
、

海
外
に
も
渡
っ
て
い
る
。
今
後
、
ア
ジ
ア
や

北
米
へ
、
情
報
も
積
極
的
に
発
信
し
て
ゆ
く

と
の
こ
と
だ
。

　

デ
ビ
ュ
ー
後
わ
ず
か
3
年
で
、
こ
れ
ほ
ど

高
い
完
成
度
の
キ
ュ
ー
を
作
る
メ
ー
カ
ー
を
、

他
に
知
ら
な
い
。
や
が
て
世
界
中
の
コ
レ
ク

タ
ー
も
注
目
す
る
、
新
元
号
に
ふ
さ
わ
し
い
、

次
世
代
の
カ
ス
タ
ム
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
期
待
し
よ
う
。

7273

キューになる日を静かに待つ、世界各地から集められた
様々な銘木のストック。複数の業者から調達している。

作業台のノートブックPCに置かれているのは、菱沼代表
がアメリカで拾った「ハートの９」の実物が置かれていた。

▶９Heartsのシャフトは、密度の高いメイプル
材だけを選び、長期間かけて作られている。
現在は2012年に仕入れた材を使用中だ。

▲９Heartsの製作は、主に2人で分担している
が、菱沼代表が手伝うこともあるという。いわ
ば3人の合作だ。

▲キュー製作に対する厳しい姿勢と、笑顔を絶やさない明るさで、二人を励
まし続ける菱沼代表（中央）。ILCの詳細は次号で。

▲完成後は見ることができない結合部にネジ山
を切って接着。タイトな打感と澄んだ打音を生
み出す秘密の一つだ。

▲９Heartsのシャフトカラーは、互換性を考慮
して標準デザイン推奨だが、特注でこのような
別デザインも可能。
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